
平成 22 年度 第 27 回ニッサングリーンカップ

山梨県少年サッカー選手権大会

主 催／ 山梨日日新聞社 ・ 山梨放送

後 援／ （社）山梨県サッカー協会

協 賛／ 日産プリンス山梨販売、甲斐日産自動車、

日産部品中央販売、日産カーリファイン山梨

主 管／ （社）山梨県サッカー協会４種少年委員会

決勝戦

リヴィエールＦＣ 2
（1－0）

1 石和サッカースポーツ少年団
（1－1）

優勝したリヴィエールＦＣは、本大会 11 年ぶり 2 回目の優勝！ 春の全少を含め 2 度の県ナン

バーワンという結果をのこして卒業していきます。「選手が自分たちで良く考えてサッカーをするよ

うになった、中学に進んでも努力を続けてほしい」（水越監督）の言葉

積雪と会場コンディション不良のため順延、トーナメント戦に変更実施された大会は初日の 1 試

合で、あるいはＰＫ戦で大会を終えたチーム、最終日まで戦うことができたチーム、それぞれの 1

試合に全力を尽くし 6 年生最後のゲームに取り組んだ大会となりました。

準決勝第 1 試合
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準決勝第 2 試合

石和サッカースポーツ少年団 3
（3－1）

2 ＦＣアルピーノＵ－12
（0－1）
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決勝・ﾘｳﾞｨｴｰﾙ対石和 決勝・ﾘｳﾞｨｴｰﾙ対石和

準決勝・ﾘｳﾞｨｴｰﾙ対ｳﾞｧﾘｴ 準決勝・石和対ｱﾙﾋﾟｰﾉ

表彰式
決勝入場

制作：4 種広報部
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平成22年度「第27回ﾆｯｻﾝｸﾞﾘｰﾝｶｯﾌﾟ山梨県少年サッカー選手権大会」予備トーナメント組み合わせ
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第２７回ニッサングリーンカップ山梨県少年サッカー選手権大会 開催要項平成22度

主催 山梨日日新聞社、山梨放送
後援 （社）山梨県サッカー協会
協賛 甲斐日産自動車、日産プリンス山梨販売

日産部品中央販売、日産ｶｰﾘﾌｧｲﾝ山梨
主管 （社）山梨県サッカー協会４種少年委員会

１．開催日 平成２３年２月１３日（日 、１９日（土 、２０日（日 、２６日（土・予備日 、２７日（日）） ） ） ）

２．日程 ２月１３日 開会式（８：３０、小瀬球技場 、予選リーグ１日目（ ）） 甲府 峡中･
１９日 予選リーグ２日目（甲府・峡中・峡東）
２０日 決勝トーナメント（小瀬球技場・運営峡北・甲府）
２６日 決勝トーナメント予備日（同上）
２７日 準決勝・決勝（小瀬補助競技場、役員集合８：００ 、閉会式）

３．参加資格 ①平成２２年度日本サッカー協会４種登録済みの選手であること。
②スポーツ傷害保険に加入済みの選手であること。

４．大会規則
①平成２２年度日本サッカー協会競技規則による。
②交代選手は７名までとし、ベンチ入り人数は制限しない。自由な交代を適用し、リエントリーを認める。交代票は

使わずにビブスで代用する。
③全試合メンバー表を提出する （試合開始３０分前までに）。
④ベンチ入り指導者は３名までとし、試合中の指示は一人（特定ではない）が立って行う。
⑤ベンチサイドは組み合わせ表の番号の小さいチームがピッチに向かって左側。
⑥選手証の提示を必要とする。第１・２日は会場当番チームがメンバー表に記載された氏名を選手証と照合（１試

合目のみ・照合後直ちに返却）し、３日目以降はメンバー表及び選手本人を選手証と照合（全試合）する。
選手証に不備（不携帯、写真不貼付等）があった場合は、当該選手またはチームは試合に出場できない。

⑦退場処分または累積警告３回を受けた選手は、次の１試合出場停止とする。審判報告書を使用して次の試合の審判
に申し送る。

⑧シューズは固定式ポイントとし、すね当てを着用すること。

５．試合方法
①出場チームを１６パートに分け、５チームまたは６チームごとの予選リーグを行う。その際、秋季大会までの成績

を元に第１シードから第８シードまでを各パートに割り振る。次に予選リーグ各パート１位による決勝トーナメン
トを行い、優勝を決定する。１日目・２日目は、予選リーグ。３日目は、決勝トーナメント１回戦と準々決勝。最
終日は、準決勝と決勝を行う。

②試合時間は、２０分－５分－２０分（予選リーグの６チームのパートは１５分－５分－１５分）とし、トーナメン
ト戦で同点の時は５分２回の延長戦を行い、なお決しない場合はＰＫ戦とする。

③リーグ戦での順位の決定は、(1)勝点（勝＝３、分＝１、敗＝０ 、(2)得失点差、(3)総得点、(4)直接対戦、(5)抽）
選、の順による。不戦敗は，０対５の扱いとする。

④試合球は４号検定皮製手縫いボールを使用する （３日目以降は協会準備）。
審判証（写真貼付）の提示を必要とす⑤審判は、各チーム必ず２名帯同し、審判着を上下着用しワッペンをつける。

リーグ戦においては別表割当てによる。第３日の主審・第４審判は審判部が担当し副審は前の試合のチームがる。
行う（第１試合は副審も審判部 。最終日は審判部が担当する。）

⑥雨天実施とする。
⑦降雪等で試合実施が不可能な場合は、次のように対応する。

ア、第１日が実施できないときは、別に抽選したトーナメント表に従い、全試合をトーナメント戦方式に変更（初
日１５分ハーフ、他２０分ハーフ）し、開催予定日を順延（１９日から）して行う。

イ、第１日が実施できない場合、開会式は中止とする。
。ウ、第２日以降の開催日の中で実施できないことが生じた場合の実施方法については理事会において別途定める

エ、大会初日中止・延期の連絡は、当日朝６時５５分のＹＢＳラジオ放送による（遠方のチームには早朝に電話連
絡 。第２日以降は、各チームに電話連絡する。）

オ、グラウンドの雪かきをする場合は，各チームとも試合をする会場を分担する。

６．その他 ①開閉式の運営は主催者による。
会場責任者は、試合結果を下記に連絡すること。（午後４時までに）②

鈴木和幸（広報部長） FAX ０５５－２５１－７１６４

０９０－４９５０－２３００③問い合わせ先 委 員 長 石原 幸周
甲府会場責任者 志村 祐 ０９０－７４１２－７６９２
峡中会場責任者 内田 淳 ０９０－４１３６－７９１９
峡東会場責任者 高山洋平 ０９０－２７５８－０７１６
事業 運営 部長 三科健二郎 ０９０－２２５５－１５９５


